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Ⅰ．緒言   

熊本地震は，県内の農業に大きな被害をもたらした．本研究は，熊本地震が中山間地農業に及

ぼす影響，特に阿蘇地域における水田，畑，牧野の被害状況を把握すること，地震が地下水の水

位や水質に及ぼす影響を明らかにすること，地震からの創造的復興策の一環として中山間地農業

の復興策を取りまとめることを目的として実施した．なお，本研究では，研究初年度に被害の大き

かった益城地域と阿蘇地域の農家に対してアンケート調査を実施した．被災世帯は，60 代が

44％と最も多く，50 代が 22％，40 代と 70 代が 14％，30 代と 80 代が 3％，20 代が 1％であり，

自宅被害は，一部被害の農家が 89％と最多であって，農地の被害は，「多少の被害」とした農家が

51％，「被害なし」が 44％であった．一方，営農意向は，「拡大したい」とする農家が 6％，「やめた

い」や「すでにやめた」が 6％，「縮小したい」が 21％，「現状維持」が 67％であることが判明し，中

山間地農業における問題点は，地震により深刻化を増したという印象であって，長期の支援が地

域社会を守っていくために必要であることが明らかになり，被害の把握，地域社会の維持に役立つ

復興の提案，そのための技術の開発が必要であるという認識に至った． 

本年度は，従来からの調査に加えて地震の被害の大きかった南阿蘇の山間部の農業の創造的

復興における可能性の１つとして，雑穀について阿蘇地域に適した有用品種を選抜し産地形成の

可能性を模索した．また，本年度は，2017 年より開始した最終年度であるので，牧野の被害状況

および回復状況を調査するとともに地震の地下水への影響について現時点での総括を試みた．ま

た，本調査によって得られた知見に基づいて中山間地である阿蘇地域における地震からの創造的

復興としての提言をまとめたので報告する．   

  

Ⅱ．結果および考察  

(1) 雑穀の遺伝資源選抜と産地形成の可能性 

雑穀とは，アワ，キビ，ヒエといったイネ科の小粒穀類の総称である．近年，雑穀の需要は，健

康志向の向上により増加しているが，我が国の主な雑穀生産地域である岩手県や長崎県におけ

る生産量は少なく，国内で流通している雑穀の殆どは中国からの輸入である． 

雑穀の現在の取引価格は，1g あたり 1 円を割ることはなく，お米で考えると十分に採算のとれ



る価格であるが，全国的に新たな産地が形成されるには至っていない．問題は，反収が上がらな

いこと，害虫管理を含め地域に適した栽培が行えるか否かにある． 

中山間地における雑穀の栽培は，古来より焼き畑など多くの肥料を必要としない栽培形態がと

られ，灌漑設備を必要としない点も震災後の中山間地における栽培には適しているが，現在，雑

穀生産地域では，畑地，水田跡などで連作を避けて栽培することが多いようだ．従って，耕作放

棄地が増加している我が国の中山間地では，耕作放棄地や休閑地を管理する手段としても雑穀

の栽培は有効かもしれない．また，阿蘇地域では，震災以降，使用不能になった畑地も多く，今

後，どのように活用していくかは課題であって，土地を選ばず肥料要求が低い雑穀は，災害後の

復興に適した作物であろう． 

本研究では，アワ 180 系統について，これまでの知見から阿蘇地域に適するであろう 10 系統

を選抜し，収穫日，草丈，穂長，千粒重などの特性に着目して，総子実重，子実収量，個体あた

り収量および個体数を指標にして収量指数を算出した．図１，2 は，南阿蘇村におけるアワの有

望系統の特徴を示している．本研究により栽培上，販売促進上，有望な形質を持つ系統が明ら

かとなったので，今後は，これらの系統について，栽培試験により阿蘇地域に適した系統を選抜

すると共に，阿蘇地域の創造的復興の一環として全国的に需要の多い無農薬栽培のアワについ

て同地域における産地形成を目指した栽培管理法のとりまとめに取り組んでいく予定である． 

         

図１ 総子実重，子実収量，個体数，個体あたりの収量の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 2 南阿蘇村におけるアワの有望系統 
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アワの害虫と天敵 

阿蘇地域におけるアワの無農薬栽培による害虫管理は，不明な点が多い．本研究では，南阿

蘇村の一般農家のアワ圃場において害虫および天敵相を調査した．我が国のアワ害虫としては，

これまでに 59種が報告されている．南阿蘇村の一般農家の雑穀圃場における主なアワの害虫は，

クモヘリカメムシ，ホソハリカメムシ，アカスジカスミカメなどのカメムシ類，フタテンチビヨコバイなど

のヨコバイ類の合計 5 種であった（図 3）．南阿蘇村のアワ圃場における害虫相は，村田ら（2004，

2006）による熊本県内の菊池など他地域と同様であった．カメムシ類は，アワの頴果が登熟する以

前に吸汁するためシイナを発生させ，直接，減収につながる．ヨコバイ類は，茎の篩管液を吸汁す

るが，吸汁による直接的被害に加えて植物の病気を伝搬することが問題である．圃場内におけるこ

れらの天敵としては，ドヨウオニグモ，コハナグモ，アシナガグモの 1種などクモ類が主であり，今後

は，捕食寄生性の天敵を含めた天敵を有効に活用した害虫管理法を開発していく予定である． 

  

 

図３ アワ圃場において確認した害虫 

 

（２）熊本地震が及ぼした地下水への影響 

地下水への地震の影響調査は，菊池,泗水,合志,大津,菊陽の 5 地点について 2016 年 4 

月から実施してきた．地下水位の変化の特徴は，4 月 16 日の本震時に菊池,泗水で地下水位の

上昇が見られたのに対して，その他の 3 地点では逆に地下水位が低下したことである．このこと

は，地震による強烈な揺れは，地下水の水位を均等に低下させるわけでないことを示唆している． 

一方，逆に地震により地下水の水位が上昇する現象も観察された．外輪山内部の白川水源の

下流にある白水観測井戸の地下水位は，地震直後から上昇を開始し，数日で 1.5m も上昇した．

これは，地震によって山体が激しく揺れ，地表面付近の土層の透水性が高くなり，斜面に沿った土

中の排水が発生して標高の高い位置の地下水位が低下したためと考えられるが，詳細は調査中

である．また，図 4，5 に示すように阿蘇市側と南阿蘇では，地震後の地下水の水位の変化に違い

が見られた．今後は，このような違いの生じる要因について詳細な調査を実施していく予定である．

また，白川下流側の熊本地域の地下水位も,ほとんどの観測地点で地震直後には白水観測地点と

同様に異常な地下水位の上昇を記録した.これは，山体に含まれた水が急激な揺れによって強制

排水され,山腹斜面の水量が大幅に減少したことによると考えられる. 

 



 

図４ 熊本県高森町の地下水の水位変化 

 

 

図５ 熊本県阿蘇市一の宮の地下水の水位変化 

 

         

図６ 塩井社水源の位置と地下水流れの状況と水位低下 
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地震後に見られた地下水と関連したその他の特徴的な現象としては,湧水の枯渇などがある．例

えば，塩井社水源の湧水は，上流の夜峯山付近にある旧火口に降った雨が浸透し，地下水を形

成して塩井社方面に流下し，水源の位置で地表面より高くなり湧出することが確認できた．また，地

震による激しい揺れは，地下水の強制排水を招き，地下水位が地表面より低くなったため湧水を

止めたと考えられる．なお，現在では，幾つか湧水地で復活も見られている．塩井社水源の湧水は，

地震から 2年後の 2018年 7月に復活した.現在の水量は，地震前よりも不安定で,梅雨が終わると

湧水量は減少し,再び湧水が停止する状況である（図６）.これは,地下水位が従前の水位まで回復

していないためで,メカニズムの解明には上流部の草原の浸透能力などの調査が必要であると考え

ている.今後は,上流部の涵養域の浸透能力などの調査を実施し,湧水復活のための方策を模索し

たい.なお，地震が地下水に及ぼす影響に関しては，本研究による成果を基に，環境省環境研究

総合推進費による地震による阿蘇草原等の土地利用の変化が水循環に及ぼす影響評価に関す

る研究に発展した． 

 

（３）中山間地である阿蘇地域における熊本地震からの創造的復興としての提言  

地震から 2020 年で 4 年が過ぎ去った．地震による灌漑施設への被害，水田そのものへの被害

などで稲作ができなくなった水田では，2019 年には田植えが行える地域が増加し，阿蘇地域全体

としては復興が進んでいる．しかしながら，零細かつ山間地の復興は遅く，南阿蘇村を中心に修繕

中の水田や水路は，2019 年春時点で残されており，南阿蘇村塩井社水源周辺の水田では，村外

から移住し稲作を行っていた農家が諦めて他地域に再移住した事例などもある．これは，水田の

水源となっていた南阿蘇村塩井社水源の湧水の枯渇（図 6）も一因であり，同地域では，田畑転換

を進めている．このような地域では，今後，水田の復興に加えて灌漑設備を要しない雑穀栽培の

推奨も有効かもしれない．また，大豆栽培の推奨なども検討すべきではないかと考えている．なお，

本研究課題は，独立行政法人環境再生保全機構の環境研究総合推進費による研究プロジェクト

「水循環の変化が農業に及ぼす影響の評価」により研究を発展的に継続している． 

一方，草原に目を向けると，2020 年 3 月の時点で阿蘇地域では，地震以降，野焼きが再開でき

ない地域は殆どない状況にまで回復した．地震が草原の生物相に及ぼした影響も本研究を通じて

見えてきたので，成果をとりまとめていく予定であり，一部は，総合農学研究所の研究課題として継

続していく．今後は，観光資源として水源涵養としての草原の維持と牧畜の振興のために，野焼き

体制，農畜産農家支援をどのように維持していくかが大きな課題であろう．  

これまでの取り組みを通じて思うことは，創造的復興が震災以前の状態に戻すこと，もしくは震災

以前より良い状態にすることが重要な課題であることは理解できるものの，失ったものにこだわりす

ぎると活用可能な資源に目が向かないということもあるかもしれないということだ．やれるときに全て

を作りあげる復興は，震災直後に必要な事業であろうが，これからは，地域の人々が自ら発展させ

ることが可能な糸口的な復興の提案が重要かもしれない． 

従って，産業や自然と人とのつながりなど，地域の岩盤ともいえる構造から作り変えるような大規

模な復興に加えて，本研究で取り組んだように零細な農家の実情に接し，個別の人々の問題に向



き合うことが重要ではないだろうか．水がなければ無いで，世界一になれる農産物を奨励すること

は，地域の人々を励まし，地域社会の絆を断ち切ることなく，ここで生きていく人々の今後に繋がる

のではないかと思うのだ．また，復興に対して思いの有る人が現場に足しげく通って話し合って歩

を進めていくスタイルが求められているように感じ，我々はこれからも技術的な面から復興を支えて

いく所存である． 
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研究成果 
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者：松浦朝奈  

4. 平成 31(2019)年度環境研究総合推進費申請書【委託費（戦略的研究開発）】 環境省環境研

究総合推進費 SⅡー5, 阿蘇をモデル地域とした地域循環共生圏の構 築と創造的復興に関

する研究，研究代表者：島谷幸宏，サブテーマ(2)地震による阿 蘇草原等の土地利用の変化が

水循環に及ぼす影響の評価に関する研究．10,723 千円，サブテーマ代表者：市川 勉，研究分

担者：村田浩平，阿部 淳 


